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皮
膚
に
は
触
覚
、
冷
覚
、

温
覚
、
痛
覚
の
知
覚
神
経
終

末
が
あ
り
、
触
れ
た
瞬
間
に

そ
の
す
べ
て
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
感
覚
の

み
な
ら
ず
、
皮
膚
の
乾
燥
や

潤
い
、
硬
さ
や
柔
ら
か
さ
、

キ
メ
の
細
か
さ
な
ど
も
、
皮

膚
に
触
る
こ
と
に
よ
り
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
皮
膚
の
色
調
や
そ
の
分

布
、
臭
い
な
ど
も
、
て
い
ね

い
な
診
察
に
よ
り
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
技
術
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
診
断
が
可

能
に
な
っ
た
現
在
、
皮
膚
の

写
真
画
像
や
機
器
に
よ
る
判

定
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
人

の
手
に
よ
る
触
感
、
人
の
目

に
よ
る
視
覚
、
人
の
鼻
に
よ

る
臭
覚
の
総
合
判
断
に
勝
る

も
の
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
と

言
え
よ
う
。
皮
膚
科
医
と
し

て
、
日
々
患
者
さ
ん
の
皮
膚

を
触
っ
て
、
診
て
、
そ
し
て

訴
え
を
よ
く
聴
い
て
、
皮
膚

の
病
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対

し
て
適
切
に
判
断
を
行
い
、

適
切
に
対
処
す
る
こ
と
。
そ

の
基
本
姿
勢
は
、
診
療
の
上

で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

皮
膚
に
触
れ
る
上
で
最
も

大
切
も
の
は
「
手
」
で
あ

る
。
手
で
や
さ
し
く
触
れ

る
、
や
さ
し
く
撫
で
る
、
い

ず
れ
も
快
感
で
あ
る
。
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
は
そ
の
快

感
が
、「
掻
く
」
と
い
う
行

為
と
な
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、

掻
く
→
気
持
ち
い
い
→
ま
た

掻
く
→
皮
膚
の
症
状
は
悪
化

し
て
ま
す
ま
す
か
ゆ
く
な
る

→
か
ゆ
く
な
る
か
ら
ま
す
ま

す
掻
く
、
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
う
。
か
ゆ
み
を

即
効
的
に
止
め
る
生
物
学
的

製
剤
な
ど
の
新
規
薬
剤
が
現

在
は
功
を
奏
し
て
、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
を
は
じ
め
と
す

る
か
ゆ
み
疾
患
の
治
療
は
劇

的
に
変
わ
っ
た
。
な
お
、

「
か
ゆ
み
」
は
末
梢
性
（
物

理
的
、
化
学
的
刺
激
に
よ
る

皮
膚
の
炎
症
）
と
中
枢
性

（
精
神
的
要
因
や
内
因
オ
ピ

オ
イ
ド
な
ど
に
よ
る
）
が
あ

り
、
最
終
的
に
は
知
覚
神
経

と
同
様
に
視
床
・
大
脳
皮
質

へ
と
伝
わ
る
。

　

人
間
の
視
覚
、
聴
覚
、
触

覚
、
味
覚
、
臭
覚
の
五
感
を

フ
ル
活
動
し
、
そ
の
上
に
医

学
的
知
識
と
経
験
が
あ
っ
て

こ
そ
、
正
し
い
診
断
と
治
療

が
で
き
る
と
思
う
。
さ
ら

に
、
患
者
さ
ん
が
診
察
室
に

入
っ
て
き
た
瞬
間
の
顔
色
や

雰
囲
気
を
感
じ
と
る
第
六
感

も
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

（
野
村
皮
膚
科
医
院

�

野
村
有
子　

65
回
）

山
田 

洋
平（
児
81
回
）

団
長

医
学
・
生
命
科
学
の
発
展
に

寄
与
し
た
２
人
の
研
究
者
が
受
賞

第28回慶應医学賞受賞者決定第28回慶應医学賞受賞者決定

森も
り　

 

和か
ず

俊と
し 

博
士

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

生
物
物
理
学
教
室
・
ゲ
ノ
ム
情
報
分
野 

教
授

N
ナ ポ レ オ ン

apoleone F
フ ェ ラ ー ラ

errara, M
博 士

.D.
カリフォルニア大学
サンディエゴ校 教授

　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
51
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。

　

第
28
回
を
迎
え
た
今
年
の

慶
應
医
学
賞
受
賞
者
は
、
京

都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

教
授
の
森
和
俊
博
士
と
、
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
教
授
の

Napoleone�Ferrara

博
士
両

名
が
決
定
し
、
慶
應
医
学
賞

審
査
委
員
会
は
下
記
の
と
お

り
授
賞
理
由
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。

第
28
回
慶
應
医
学
賞
審
査
委

員
【
塩
見
春
彦
（
委
員
長
・

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
分
子

生
物
学
教
授
）、
天
谷
雅
行

（
同 

医
学
部
皮
膚
科
学
教

授
）、
有
田
誠
（
同 

薬
学
部

代
謝
生
理
化
学
教
授
）、
金

井
弥
栄
（
同 

医
学
部
病
理

学
教
授
）、
久
保
田
義
顕

（
同 

医
学
部
解
剖
学
教

授
）、
田
中
謙
二
（
同 

医
学

部
先
端
医
科
学
研
究
所
脳
科

学
研
究
部
門
教
授
）、
中
原

仁
（
同 

医
学
部
内
科
学

（
神
経
）
教
授
）、
本
田
賢

也
（
同 

医
学
部
微
生
物
学

・
免
疫
学
教
授
）、
阿
形
清

和
（
自
然
科
学
研
究
機
構�

基
礎
生
物
学
研
究
所 

所

長
）、
審
良
静
男
（
大
阪
大

学
ワ
ク
チ
ン
開
発
拠
点
先
端

モ
ダ
リ
テ
ィ
・
ド
ラ
ッ
グ
デ

リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー 

拠
点
長
）、
高
橋
淑

子
（
京
都
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
生
物
科
学
専
攻 

教

授
）、
永
井
良
三
（
自
治
医

科
大
学 

学
長
）、
西
村
栄
美

（
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

老
化
再
生
生
物
学
分
野 

教

授
）、
野
田
哲
生
（
公
益
財

団
法
人
が
ん
研
究
会 

代
表

理
事
・
常
務
理
事
、
が
ん
研

究
所 

所
長
）、
満
屋
裕
明

（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
所 

研
究
所
長
）、
柳
沢
正

史
（
筑
波
大
学
国
際
統
合
睡

眠
医
科
学
研
究
機
構
（
Ｗ
Ｐ

Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
）
機
構
長
・

教
授
）、
柳
田
素
子
（
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
腎

臓
内
科
学
講
座 

教
授
）】

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
小
胞
体

ス
ト
レ
ス
応
答
の
分
子
機
構

の
解
明
」

　

小
胞
体
に
高
次
構
造
の
異

常
な
分
泌
タ
ン
パ
ク
質
・
膜

タ
ン
パ
ク
質
が
蓄
積
し
た

際
、
小
胞
体
局
在
性
分
子
シ

ャ
ペ
ロ
ン
の
転
写
が
活
性
化

さ
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
の
修
復

が
行
わ
れ
る
恒
常
性
維
持
機

構
は
、「
小
胞
体
ス
ト
レ
ス

応
答
（
異
常
タ
ン
パ
ク
質
応

答
）」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

森
和
俊
博
士
は
、
出
芽
酵

母
に
お
い
て
小
胞
体
ス
ト
レ

ス
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
分

子
を
同
定
し
、
小
胞
体
ス
ト

レ
ス
応
答
の
主
要
経
路
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

哺
乳
動
物
に
お
い
て
も
、
小

胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
経
路
が

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
こ
の
経
路
を
活
性
化

す
る
転
写
因
子
（
Ａ
Ｔ
Ｆ

６
）
が
セ
ン
サ
ー
と
転
写
因

子
双
方
の
機
能
を
持
つ
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
遺
伝
子
ノ

ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
・
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
メ
ダ
カ
を
作
出

し
、
初
期
発
生
過
程
等
に
お

け
る
Ａ
Ｔ
Ｆ
６
経
路
の
生
理

的
な
意
義
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
小
胞
体
に

蓄
積
し
た
構
造
異
常
タ
ン
パ

ク
質
の
分
解
に
関
与
す
る
因

子
が
誘
導
さ
れ
る
仕
組
み
を

見
い
だ
し
、
構
造
異
常
糖
タ

ン
パ
ク
質
に
起
こ
る
糖
鎖
の

刈
り
込
み
を
担
う
酵
素
を
、

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
て

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

森
博
士
の
先
導
的
研
究
に

よ
り
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答

の
分
子
機
構
が
明
ら
か
に
な

っ
て
の
ち
、
小
胞
体
ス
ト
レ

ス
応
答
の
糖
尿
病
・
神
経
変

性
疾
患
・
心
疾
患
な
ど
へ
の

寄
与
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、

波
及
効
果
が
今
日
益
々
拡
大

し
て
い
ま
す
。

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
血
管
新

生
の
分
子
基
盤
の
解
明
と
臨

床
応
用
」

　

血
管
は
、
わ
た
し
た
ち
人

間
の
か
ら
だ
の
す
み
ず
み
ま

で
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、

肺
か
ら
取
り
入
れ
た
酸
素

や
、
腸
か
ら
吸
収
し
た
栄
養

素
を
、
効
率
よ
く
全
身
に
運

搬
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
す
。
受
精
卵
か
ら
大
人

に
な
る
ま
で
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
出
来

上
が
っ
て
い
く
か
と
い
う
根

本
的
な
生
命
現
象
を
、
世
界

で
初
め
て
分
子
の
言
葉
で
説

明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

が
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
で
す
。

　

フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
の
発
見

し
た
血
管
内
皮
成
長
因
子

（
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
）
は
、
個
体
発

生
に
お
け
る
初
め
の
血
管
の

出
現
、
そ
の
広
が
り
（
い
わ

ゆ
る
「
血
管
新
生
」）、
動
脈

や
静
脈
の
分
化
に
至
る
ま

で
、
そ
の
殆
ど
を
説
明
し
う

る
中
心
的
な
分
子
で
す
。
さ

ら
に
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博
士
は
、

こ
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
働
き
を
抑

え
る
中
和
抗
体
を
開
発
し
、

こ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
血
管
新
生

を
抑
え
込
む
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
解
明
し
ま
し
た
。
こ

の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
中
和
抗
体

は
、
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
阻
害
剤
と

し
て
様
々
な
が
ん
の
医
療
の

現
場
で
治
療
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
ば
か
り
か
、
成
人
の

失
明
原
因
の
大
部
分
を
占
め

て
い
る
加
齢
黄
斑
変
性
の
特

効
薬
と
し
て
多
く
の
患
者
さ

ん
の
失
明
を
防
い
で
い
ま

す
。

　

血
管
新
生
の
分
子
基
盤
の

解
明
と
い
う
画
期
的
な
基
礎

的
知
見
を
昇
華
さ
せ
、
臨
床

に
お
け
る
「
抗
血
管
新
生
療

法
」
と
い
う
新
た
な
治
療
を

切
り
拓
い
た
フ
ェ
ラ
ー
ラ
博

士
の
功
績
は
、
ま
さ
に
、
慶

應
医
学
賞
の
受
賞
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

90
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞

者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ

び
賞
金
１
０
０
０
万
円
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
は
11
月
9
日
（
木
）

に
北
里
記
念
医
学
図
書
館
2

階
北
里
講
堂
に
て
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
を
開

催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時

配
信
を
行
う
予
定
で
す
。
詳

細
は
、
決
定
次
第
「
慶
應
医

学
賞
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順

次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

URL

：�https://www.ms-
fund.keio.ac.jp/prize/

　

２
０
２
３
年
５
月
30
日

に
第
1
回
病
院
長
適
任
者

選
考
委
員
会
を
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
候
補
者
受

付
を
経
て
、
８
月
８
日
の

第
2
回
病
院
長
適
任
者
選

考
委
員
会
に
て
審
議
の
結

果
、
松
本
守
雄
君
を
病
院

長
適
任
者
と
し
て
伊
藤
公

平
塾
長
へ
推
薦
。
8
月
29

日
、
伊
藤
塾
長
よ
り
、
次

期
病
院
長
と
し
て
松
本
守

雄
君
が
任
命
さ
れ
た
。
新

病
院
長
の
任
期
は
、
２
０

２
３
年
10
月
1
日
か
ら
２

０
２
５
年
9
月
30
日
ま
で

の
２
年
間
と
な
る
。

部
を
昭
和
55
（
１
９
８
０
）

年
に
卒
業
し
、
そ
の
後
内
科

大
学
院
に
進
学
、
本
間
光
夫

教
授
の
主
宰
す
る
リ
ウ
マ
チ

内
科
研
究
室
で
安
倍
達
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
リ
ウ
マ
チ

・
膠
原
病
に
お
け
る
細
胞
性

免
疫
異
常
の
研
究
に
従
事
し

ま
し
た
。
学
位
取
得
後
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
ダ
ナ
フ
ァ
ー

バ
ー
癌
研
究
所
留
学
を
経

て
、
安
倍
達
先
生
が
教
授
に

就
任
さ
れ
て
い
た
埼
玉
医
科

大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

１
９
８
６
年
着
任
し
ま
し

た
。

　

第
２
内
科
（
後
に
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
内
科
）
の
助

手
、
講
師
、
准
教
授
、
教

　

２
０
２
３
年

８
月
１
日
に
埼

玉
医
科
大
学
学

長
を
拝
命
致
し

ま
し
た
。

　

私
は
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学

授
、
２
０
０
４
年
に
は
研
究

担
当
の
副
学
長
を
拝
命
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
９

年
８
月
に
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
内
科
（
リ
ウ
マ
チ
）
の

教
授
と
し
て
25
年
ぶ
り
に
信

濃
町
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。
２
０
１
３
〜
17
年
病
院

長
、
２
０
１
７
年
〜
21
年
常

任
理
事
を
務
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
埼
玉
医
科
大
学
の
特

任
教
授
、
副
学
長
（
総
務
・

渉
外
）
と
し
て
別
所
正
美
前

学
長
（
当
時
学
長
）
の
下
で

精
進
し
、
別
所
前
学
長
の
任

期
満
了
退
任
後
、
８
月
１
日

に
学
長
就
任
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
、
慶
應
義
塾
で
多

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
お
か
げ

と
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
慶
應
義
塾
高
等
学
校

以
来
大
学
院
卒
業
に
至
る
ま

で
に
受
け
た
慶
應
義
塾
の
教

育
に
よ
っ
て
、『
独
立
不

羈
』
の
精
神
が
自
然
と
体
に

刷
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

埼
玉
医
科
大
学
は
、
１
９

７
２
年
設
立
さ
れ
、
昨
年
創

立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

丸
木
清
之
理
事
長
の
も
と
埼

玉
医
科
大
学
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
埼
玉
県
の
地
域
医
療
を

支
え
、
同
時
に
高
度
先
進
医

療
を
実
践
し
、
優
れ
た
実
地

医
療
人
を
多
数
輩
出
し
て
お

り
ま
す
。
医
学
部
に
加
え

て
、
大
学
院
、
さ
ら
に
保
健

医
療
学
部
（
看
護
学
科
、
臨

床
検
査
学
科
、
臨
床
工
学

科
、
理
学
療
法
学
科
）、
短

期
大
学
、
看
護
専
門
学
校
を

擁
し
３
大
学
病
院
の
許
可
病

床
数
は
２
７
０
０
余
り
の
大

き
な
組
織
で
す
。

　

三
四
会
会
員
も
多
く
ご
活

躍
で
、
名
誉
理
事
長
で
あ
り

高
祖
で
も
あ
る
丸
木
清
浩
先

生
も
三
四
会
会
員
（
46
回

生
、
２
０
１
６
年
ご
逝
去
）

で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
本
部

の
あ
る
毛
呂
山
町
は
、
秩
父

に
連
な
る
低
い
山
地
の
麓
に

位
置
す
る
緑
豊
か
な
土
地
で

す
。
私
は
、
こ
の
地
で
、
埼

玉
医
科
大
学
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
新
た
な
挑
戦
を

始
め
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
以
降
、
コ
ロ

ナ
禍
で
制
限
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
未
知
な
る
世
界
へ

の
船
出
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

三
四
会
の
先
生
方
の
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
何
卒
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
長
就
任

埼
玉
医
科
大
学
学
長
に
就
任
し
て

竹
内 　

勤（
59
回
）

埼
玉
医
科
大
学
学
長

次
期
病
院
長
に
松
本
守
雄
教
授（
整
65
回
）が
再
任

病院長

整形外科学教室教授
松本 守雄君（65回）

　

私
た
ち
国
際
医
学
研
究
会

（International�Medical�
Association

：
Ｉ
Ｍ
Ａ
）は
、

１
９
７
８
年
に
医
学
生
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
学
生
団
体

で
す
。
設
立
趣
旨
で
あ
る

「
医
の
原
点
の
実
体
験
」
と

「
医
学
、
医
療
を
通
じ
た
国

際
交
流
」
に
基
づ
き
、
45
年

間
に
わ
た
り
南
米
ブ
ラ
ジ
ル

へ
の
渡
航
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
る
２
年
間
の
渡
航

中
止
期
間
を
経
て
、
２
０
２

２
年
に
活
動
が
再
開
さ
れ
、

２
０
２
３
年
（
第
46
次
）
に

は
４
年
ぶ
り
に
マ
ス
ク
制
限

な
し
で
の
活
動
が
許
可
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
、
全
日
程

の
使
命
を
果
た
し
た
３
名
と

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
本
国

お
よ
び
現
地
の
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
で
の
医

学
生
交
流
会
で
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
各
地
か
ら
医
学
生
が
集

い
、
日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム

か
ら
生
活
状
況
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
下
で
の
過
ご
し
方
、
文

化
、
部
活
動
ま
で
、
日
本
の

医
学
生
へ
の
深
い
関
心
が
伺

え
る
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
大
学
お
よ
び
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
立
パ
ウ
リ
ス
タ
大
学
で
の

公
式
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

１
０
０
名
近
い
聴
衆
が
集
ま

り
、
魚
津
君
が
「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
Ａ
Ｉ
）
時
代
の
医

療
」、
北
野
君
が
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
が
現
代
医
療
に
及

ぼ
し
た
影
響
」、
南
澤
君
が

「
高
齢
者
の
予
防
医
療
」
に

つ
い
て
、
見
事
な
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
情
熱
に
満
ち
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。

　

１
０
０
年
前
に
ブ
ラ
ジ
ル

へ
移
住
し
た
日
本
人
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
文
化
融
合
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
国
家
対

立
を
乗
り
越
え
て
の
国
際
交

流
へ
の
意
欲
と
姿
勢
に
深
い

共
感
と
感
服
の
念
を
覚
え
ま

す
。
そ
の
姿
勢
が
、
今
日
の

我
々
の
励
み
と
な
り
、
将
来

の
課
題
に
向
き
合
う
と
き
の

指
針
と
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
こ
の
使
命
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆

様
に
あ
ら
た
め
て
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

46
次
お
よ
び
47
次
６
名
の
周

到
な
準
備
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
賞
賛
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
国
際
医
学
研
究
会

の
一
員
と
し
て
、
医
学
と
国

際
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
、

よ
り
良
い
未
来
を
築
く
た
め

し
た
。

　

今
夏
の
活
動
で
、
今
後
の

目
標
と
な
る
素
敵
な
先
生
方

に
出
会
い
、
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
医
師
と

し
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
最
後
の
夏
休
み
に

こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
身
と
し
て
、
日

本
の
み
な
ら
ず
、
広
く
医
療

に
貢
献
で
き
る
よ
う
研
鑽
を

積
ん
で
参
り
ま
す
。最
後
に
、

私
ど
も
の
活
動
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
方

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊

【
会
計
】

北
野
太
晟（
6
年
）

　

私
が
こ
の
国
際
医
学
研
究

会
の
一
員
に
な
る
こ
と
を
志

望
し
た
の
は
、
大
学
2
年
生

時
に
本
研
究
会
の
先
輩
が
ブ

ラ
ジ
ル
の
先
住
民
族
の
方
と

楽
し
そ
う
に
踊
る
写
真
を
拝

見
し
、「
自
分
も
こ
の
世
界
に

飛
び
込
ん
で
み
た
い
」
と
強

烈
な
憧
れ
を
抱
い
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
今
夏
、
実
際

に
先
住
民
族
村
を
訪
れ
て
み

て
、
私
の
眼
前
に
広
が
っ
て

い
た
の
は
か
つ
て
抱
い
た
憧

れ
を
こ
え
る
世
界
で
し
た
。

　

ケ
ニ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
地

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ

た
土
地
の
医
療
、
人
々
、
文

化
、
価
値
観
、
シ
ス
テ
ム
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
44
日
間
で
感
じ
た
こ

と
、
知
り
得
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
は
す
べ
て
が
非
常
に

新
鮮
か
つ
刺
激
的
で
、
こ
れ

か
ら
の
私
の
人
生
に
お
い
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
第
46
次
派
遣
団
に

選
ん
で
い
た
だ
き
こ
の
よ
う

な
得
難
い
貴
重
な
経
験
の
機

会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
身
と
し
て
、
今
回
の
経
験

を
日
本
の
仲
間
に
伝
え
て
い

く
義
務
が
私
に
は
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。「
私
た
ち

の
こ
と
を
日
本
の
皆
に
も
伝

え
て
ほ
し
い
」
と
の
先
住
民

族
の
方
の
言
葉
が
強
く
印
象

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
先
住

民
族
村
で
の
経
験
を
は
じ
め

今
回
の
活
動
で
得
ら
れ
た
経

験
は
、
日
本
と
は
関
係
の
無

い
こ
と
に
非
ず
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
最
中
に
あ
る
世
界
に

お
い
て
日
本
に
も
通
ず
る
こ

と
が
多
々
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
仲
間
と
経
験
を
共
有

し
、
と
も
に
考
察
を
深
め
て

い
く
こ
と
で
私
た
ち
が
直
面

す
る
で
あ
ろ
う
医
療
問
題
、

社
会
問
題
に
向
き
合
っ
て
い

く
際
の
一
助
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
が
、
国

際
医
学
研
究
会
の
一
員
と
な

っ
て
2
年
間
活
動
を
続
け
、

海
外
渡
航
ま
で
成
し
遂
げ
ら

れ
た
の
は
ひ
と
え
に
、
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
そ
し
て
企
業

の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
本

研
究
会
の
携
わ
っ
て
く
だ
さ

る
す
べ
て
の
方
々
の
ご
支

援
、
ご
助
力
、
ご
指
導
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
へ
の
感
謝
を
胸

に
、
そ
し
て
此
度
の
活
動
で

得
ら
れ
た
こ
と
を
糧
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊

で
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊

【
渉
外
】

南
澤
利
咲（
6
年
）

　

多
く
の
企
業
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

の
先
生
方
の
ご
援
助
に
よ

り
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ケ
ニ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
44
日
間

は
、
日
本
と
あ
ま
り
に
も
違

い
す
ぎ
て
、
思
い
返
す
と
夢

の
中
の
よ
う
で
す
。
毎
日
が

刺
激
的
で
、
出
会
い
と
感
動

に
溢
れ
、
全
て
の
時
間
が
一

生
の
宝
物
で
す
。

　

ケ
ニ
ア
は
合
計
特
殊
出
生

率
3
・
4
と
日
本
よ
り
は
る

か
に
高
く
、
ど
こ
に
い
て
も

常
に
周
り
に
沢
山
い
た
子
供

た
ち
の
笑
顔
や
た
く
ま
し
さ

が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
全
体
で
貧
困
の
問

題
は
深
刻
で
、
医
療
の
提
供

に
お
い
て
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
し

た
。
保
険
に
入
れ
な
い
、
病

院
ま
で
の
交
通
費
を
払
え
な

い
、
な
ど
の
理
由
で
病
院
に

行
け
ず
苦
し
ん
で
い
る
子
供

た
ち
や
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
不

足
で
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
混

沌
と
し
て
い
る
病
棟
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
人
を

救
う
に
は
、
医
療
技
術
だ
け

で
な
く
、
政
治
・
経
済
シ
ス

テ
ム
な
ど
多
く
の
分
野
の
結

束
が
必
要
だ
と
肌
で
感
じ
ま

し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
最
も
心
に
残

っ
た
経
験
は
、
シ
ン
グ
ー
イ

ン
デ
ィ
オ
国
立
公
園
と
い
う

先
住
民
族
村
で
行
っ
た
眼
科

検
診
で
す
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
か

ら
飛
行
機
で
1
時
間
半
、
夜

行
バ
ス
で
12
時
間
、
小
型
飛

行
機
で
1
時
間
半
程
の
場
所

で
、
一
般
人
は
通
常
踏
み
入

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
空
間
は
非
常
に
独
特
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
生
き
る

イ
ン
デ
ィ
オ
独
自
の
文
化
・

生
活
と
、
ア
マ
ゾ
ン
の
美
し

い
自
然
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
村
の
子
供
た
ち
が
常
に

皆
で
一
緒
に
遊
び
、
伸
び
伸

び
と
育
っ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
す
。
一
方
で
、
町
の
病

院
ま
で
非
常
に
遠
く
、
イ
ン

デ
ィ
オ
た
ち
が
多
く
の
健
康

問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
特
に
、
狩

猟
、
採
集
、
漁
撈
や
手
芸
で

生
き
て
い
る
彼
ら
に
は
、
眼

の
健
康
が
非
常
に
重
要
だ
そ

う
で
す
。
彼
ら
の
文
化
で

は
、
失
明
な
ど
で
役
割
を
果

た
せ
な
く
な
る
と
、
家
族
に

見
捨
て
ら
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
後
世
界
中
の

技
術
を
集
結
さ
せ
て
、
眼
を

は
じ
め
と
し
て
彼
ら
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
向
上
に
尽
力
せ
ね
ば

と
思
い
ま
し
た
。

　

学
生
最
後
の
夏
休
み
に
、

こ
の
よ
う
な
世
界
を
見
る
貴

重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ

と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

第
46
次
派
遣
団
活
動
報
告
書

国
際
医
学
研
究
会（
Ｉ
Ｍ
Ａ
）

シングーインディオ国立公園での眼科検診

ケニアの子供達と

アラカチにて共にプロジェクトを行ったブラジルの
眼科医、現地の看護学生、さらに現地の小学生達と

第46次派遣団一同
（ボツカツにて、左から山田
団長、北野、南澤、魚津）

の
活
動
を
支
援
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊

【
学
生
責
任
者
】

魚
津
匠
平（
6
年
）

　

こ
の
度
第
46
次
派
遣
団
は

ケ
ニ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け

る
44
日
間
の
活
動
を
終
え
、

無
事
に
帰
国
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
度
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

後
初
め
て
の
国
外
活
動
を
実

現
さ
せ
た
第
45
次
派
遣
団
に

続
き
、
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

以
前
と
同
様
の
活
動
を
行
う

こ
と
を
目
指
し
て
準
備
を
重

ね
ま
し
た
。

　

ケ
ニ
ア
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
湖
に
面
す
る
ホ
マ
ベ
イ
郡

ビ
タ
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
マ
ラ
リ
ア
対
策
事
業
と
、

皮
膚
に
ノ
ミ
が
寄
生
す
る
疾

患
で
あ
る
ス
ナ
ノ
ミ
感
染
症

の
対
策
事
業
に
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
ホ
マ
ベ
イ
郡
ビ
タ

は
マ
ラ
リ
ア
の
高
度
流
行
地

域
で
あ
り
、
現
在
も
１
０
０

人
に
５
人
の
子
供
が
5
歳
に

な
る
前
に
マ
ラ
リ
ア
で
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
有
病
率

を
調
査
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
参
加
し
、
常
に
50
％

以
上
の
人
が
マ
ラ
リ
ア
に
感

染
し
て
い
る
と
い
う
現
状
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ス
ナ

ノ
ミ
感
染
症
対
策
事
業
で

は
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の
ご

自
宅
を
訪
問
し
、
物
資
を
提

供
し
て
も
生
活
の
た
め
に
売

っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実

に
、
極
度
の
貧
困
を
前
に
し

て
医
療
協
力
が
い
か
に
困
難

で
あ
る
か
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。
数
百
匹
の
虫
が
飛
ぶ
寝

室
で
、
蚊
帳
の
中
で
寝
る
生

活
を
実
際
に
送
り
、
日
々
感

染
症
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
現

地
の
人
々
の
暮
ら
し
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
活
動
は
多

岐
に
わ
た
り
、
先
住
民
族
村

に
お
け
る
眼
科
検
診
や
、
北

東
部
沿
岸
地
域
で
の
学
童
健

康
診
断
、
さ
ら
に
現
地
大
学

に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

の
発
表
や
、
病
院
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
各
地
で
出
会
う

方
々
は
非
常
に
温
か
く
私
ど

も
を
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
46

年
間
も
続
い
て
い
る
遠
く
離

れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
ご
縁

を
、
心
か
ら
有
難
く
感
じ
ま


